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学
校
に
は
、
学
期
と
い
う
区
切
り
が
あ
り
ま
す
。

学
年
の
終
わ
り
か
ら
、
次
の
学
年
の
は
じ
め
に
か

け
て
は
、
学
校
生
活
で
は
最
も
大
き
な
区
切
り
で

す
。
こ
の
節
目
を
、
き
ち
ん
と
乗
り
き
っ
て
新
し

い
学
年
を
迎
え
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

「
竹
」
は
も
と
も
と
弾
力
の
あ
る
植
物
で
す
が
、

も
し
竹
に
節
が
な
か
っ
た
ら
、
少
し
の
雪
に
も
す

ぐ
に
折
れ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
人
間
も
同
じ
こ

と
が
言
え
ま
す
。
人
生
の
節
目
が
し
っ
か
り
し
て

い
る
人
ほ
ど
、
し
っ
か
り
成
長
す
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
新
し
い
学
年
を
何
と
な
く
迎
え
る
と
い

う
の
で
は
な
く
、
塚
口
中
学
校
の
生
徒
で
あ
る
と

い
う
誇
り
と
自
覚
を
も
ち
、
そ
し
て
新
し
い
学
年

に
進
む
に
あ
た
り
、
自
分
は
ど
の
よ
う
な
生
活
や
行
動
を
す

れ
ば
い
い
の
か
を
考
え
て
下
さ
い
。
学
年
が
終
わ
る
と
い
う

節
目
を
し
っ
か
り
過
ご
し
、
一
人
一
人
が
新
学
年
に
向
か
う

気
持
を
持
っ
て
、
４
月
に
会
い
ま
し
ょ
う
。

４月より塚口中学校に入学し

てくる6年生を対象とした、「学

校説明会」が塚口小学校・尼崎

北小学校の両校でおこなわれま

した。また、「学校説明会」に

先立って各小学校へ出向き、「朝の挨拶運動」を実施

しました。

朝、中学生が門に立ち、挨拶と

共に「学校説明会」のお知らせを

することで、６年生たちも意識し

て説明会に参加くれたようです。

執行部のみなさん。工夫を凝らした説明会をありが

とうございました。

生徒会執行部は、塚口小学校・尼崎北小学校へ挨拶運

動と塚中説明に行ってきました。どちらの学校も礼儀正

しく、塚中生に負けないくらい大きな"挨拶"をしてくれました。

そんな新１年生を、みんなで温かく迎えてあげたいと思います。

副会長 佐々木 日菜

３月13日、春の日差しを感じる日に、多くの保護者、地

域の方々、先生たち、そして、１．２年生の代表生徒が祝

福する中 237名の3年生は卒業していきました。

卒業証書授与や在校生代表の中村美波さんの送辞に今ま

での生活を振り返りながら、感謝の気持ちを答辞、学年合

唱で伝えてくれた３年生。

卒業と共に、これから新しい生活が始まります。それぞ

れが４月からスタートする生活を実りあるものにしてほし

いと願っています。

【卒業式 式辞より】

ここかしこに春の足音が聞こえてくる三月。 ここ塚口中

学校にも旅立ちの時がやって参りました。 （途中略）

さて、私はここで、これからの人生を生き抜いていく卒

業生の皆さんに一つ望んでおきたいことがあります。 それ

は、「自主・自律」です。

皆さんの一人一人が、「もう一人の自分」の存在に気づき、

大切に育てていってほしいのです。「もう一人の自分」とは、

誰にでも存在しています。姿かたちは見えません。けれど

も、いつも皆さんの心の中に必ずいます。 「こんなときど

うすればいいのか」と悩んでいるときに、そっと耳元で教

えてくれるのが、「もう一人の自分」です。「こんなことを

してもいいのかな」と迷っているときに、してはいけない

よと、厳しく注意してくれるのが、「もう一人の自分」です。

誰も見ていないから、適当にしておこうと思ったときに、

「卑怯だ」と、本気になってしかってくれるのが、「もう一

人の自分」なのです。「もう一人の自分」は、本当の自分を

見失わないように見守っているのです。相談にのってくれ

たり、時には叱ってくれたり、勇気づけてくれたりします。

これまでの生活では、お父さん・お母さんに面倒を見て

もらったり、学校の先生に教えてもらったり、地域社会の

大勢の方々にお世話になることが多くありました。大人に

見守られて、自分の取るべき行動を考え、どうしたらよい

かを判断してきました。しかし、今、中学校を卒業する皆

さんは、これから先、自分の取るべき行動や判断は、他人

に頼ったり、他人任せにするのではなく、自分自身で選択

し、決定していかねばならないのです。その意味でも、ま

すます「もう一人の自分」と相談することが多くなるでし

ょう。

自分がもっと頼りがいのある存在となるように、どんな誘

惑にも負けない、本当の強さを持った自分を育てること。

さらに将来に向かって目標を高

く持った自分を育てる。そんな

「自主・自律」の生活に取り組ん

でほしいと望んでいます。

学校だより最終号のお礼
この３月号が平成24年度最後のお便りとなります。

４月19日に『塚口中だより』を出しはじめてから１年がたち
ました。毎月１回、頑張っている生徒の活動の様子や学校
行事を中心に紹介させていただきました。写真もできるだ
け載せながら、生徒の活動する様子を伝えさせてていただ
きましたが、まだまだ伝えきれていないものも多く、恥ずか
しい限りです。何とかここまで続けられたのは皆様の温か
い支えがあったからと心から感謝しています。平成25年度

もよろしくお願いします。「ありがとうございました。」

平成25年3月25日

尼崎市立塚口中学校

学校教育目標
集団の中で自らを律し
目標の実現に向け努力し

自らを高めようとする姿勢の育成




